
粘
着テ

ープ使用禁止

断面図仕様図

2次加工の接着剤については、日
本接着剤工業会に申請登録した
Ｆ☆☆☆☆接着剤を使用してい
ます。

野縁・吊り木等に使用する木
材は乾燥材で通直な物を選
んでご使用ください。
また、天井材もしくは石膏ボ
ードと接する面にはプレナー
を掛けてください。

汚れは湿ったタオルで軽く
ふき取ってください。シンナ
ー等の溶剤は使用しないで
ください。

保護フィルムを天井材表面
の合わせ部に入れておりま
すが、天井材は完成品です
ので傷や汚れが付かない様
十分注意してください。

化粧面に粘着テープ（セロ
テープ・シール等）を貼らな
いようにしてください。

天井材は耐荷重に優れて
いません。照明器具等の取
り付けに際しては、野縁・吊
り木等による補強を行い、
天井材自体に荷重が掛か
らないようにしてください。

本製品は「内装専用」です。
屋外には使用できません。

屋内であっても直接水のか
かる場所や湿度の高い場所
には使用しないでください。

施工・取扱上の
ご 注 意

寸法単位：mm

必ずお読みください

ご使用になる前に必ずこの「施工説明書」をご一読いただきますよう、お願いいたします。
間違った施工を行ないますと製品の品質劣化や損傷につながる可能性があります。 本書にそわず施工・取扱を
行った場合については当社での保証はしかねますのでご注意ください。

施工される方へ 施工前に製品をよくお確かめください。
品質管理には万全を期していますが、万一品質に不都合な点がございましたら、販売店様または弊社営業まですぐに
ご連絡ください。施工前の製品に限り、販売店様を通じて良品と交換させていただきます。施工後の交換、補修はいた
しかねますので必ず施工前のご確認お願いします。

施工・取扱説明書

2016.01

本社  〒760-0067　香川県高松市松福町1-15-10

T E L（ 0 8 7 ）8 2 5 - 3 6 2 1 F A X（ 0 8 7 ）8 2 5 - 3 6 4 5首都圏 第1・2・3チーム 首都圏営業
グループ

T E L（ 0 8 7 ）8 2 5 - 3 6 3 2
T E L（ 0 8 7 ）8 0 6 - 3 6 6 0
T E L（ 0 8 7 ）8 2 5 - 3 6 2 2

F A X（ 0 8 7 ）8 2 5 - 3 6 9 5
F A X（ 0 8 7 ）8 2 5 - 3 6 4 5
F A X（ 0 8 7 ）8 2 5 - 3 6 4 6

北海道・東北営業チーム    
関東甲信越営業チーム
中部営業チーム

東日本営業
グループ

T E L（ 0 8 7 ）8 2 5 - 3 6 2 3
T E L（ 0 8 7 ）8 2 5 - 3 6 2 4
T E L（ 0 8 7 ）8 2 5 - 3 6 2 5

F A X（ 0 8 7 ）8 2 5 - 3 6 4 7
F A X（ 0 8 7 ）8 2 5 - 3 6 4 8
F A X（ 0 8 7 ）8 2 5 - 3 6 4 9

近畿営業チーム    
中四国営業チーム    
九州営業チーム

西日本営業
グループ

T E L（ 0 8 7 ）8 2 5 - 3 6 6 2 F A X（ 0 8 7 ）8 2 5 - 3 6 6 9特需 第1・2・3チーム特需営業
グループ
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縦メス桟木

縦オス桟木

メスサネ オスサネ

横桟木

石膏ボード＠9.5mm(準不燃)

関東間　 W=440　L=2730･3636
関西間　 W=470　L=2873･3826
メーター W=482　L=2910･3910

関東間    Ｗ＝440
関西間　 Ｗ＝470
メーター Ｗ＝482

石膏ボード和室天井材
目透かし天井



オス実

1

補強材

天井材枚数が、

　●奇数の場合、中央の天井材
　　中央部分

　●偶数の場合、中央の目地の
　　中央部分

を基準とし、張り始め・張り仕
舞い用天井材の幅を計算して寸
法カットを行ってください。

天井材の割り付け図
■天井材が奇数の場合 ■天井材が偶数の場合

桟木の裏面・側面他に穴が空いている場合がありますが、これは木材の樹脂孔で
あって虫くい穴ではありません。また、裏面の意匠性・強度面においても支障は
ありませんのでご安心ください。

施工手順 （鋼製野縁） ※木製野縁にも対応しています。

張り始め、張り仕舞いの天井材は、割り付けに基づいて、幅方向、
長さ方向の寸法カットを行い、カットした部分には補強材（11mm厚・
現場調達）を取り付けます。

①天井材の長さ方向・幅方向のカット

張り始めの天井材はメス実部、張り仕舞いの天井材は
オス実部をカットします。（左図は張り始め用）



455mm以内

天井材2枚目

鋼製野縁

ビス

2

3
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9mm以上 9mm以上

9mm

8～9mm

オス実部分断面図

目地部分断面図

鋼製野縁

鋼製野縁

鋼製野縁

張り始め用天井材

壁際部分断面図
鋼製野縁鋼製野縁

鋼製野縁

鋼製野縁

鋼製野縁

鋼製野縁鋼製野縁

石膏ボードの端から
9mm以上先端部で、メ
ス実の差し込みの妨げに
ならない位置。

②張り始め

④2枚目以降の施工

③オス実の固定

張り始め用の天井材を取り付け、壁際部分を[壁際部分断面図]を
参考に、455mmピッチ以内で鋼製野縁に固定します。

天井材のオス実部分を[オス実部分断面図]を参考に、455mmピッチ
以内で、ビス等で鋼製野縁に固定します。

2枚目に施工する天井材のメス実部分を、事前に固定してある天井材
オス実部分に目地幅が8～9mmになるまで差し込みます。
1枚目同様にオス実部分を455mmピッチ以内で、ビス等で鋼製野縁
に固定します。
以降、この手順を繰り返し、天井材施工を進めてください。

固定するビス等は、工程㈮で取り付ける回り縁で隠れ
る範囲内に打ち、天井材表面に貫通や飛び出しが無い
よう注意してください。

張り始め用天井材

オス実部に使用するビス等は、工程④で取り付ける天
井材で隠れる部分に打ってください。



回り縁

鋼製野縁

鋼製野縁

鋼製野縁

補強材

鋼製野縁

5

回り縁

張り仕舞い用天井材

ビス

6

⑤張り仕舞い

⑥回り縁の取り付け
工程②と工程⑤で取り付けた壁際部分固定用のビス等が隠れるよ
うに回り縁を取り付けてください。

張り仕舞い用の天井材を取り付け、455mmピッチ以内で壁際部を、
ビス等で鋼製野縁に固定します。


